























カタテ （片手），カタアシ （片足），カタミチ （片道），カタコト （片言）などに見る
ように，「カタ-」は和語系の接頭辞として語基（Ｘと記す）と結合し，派生語「カ
タ-Ｘ」をつくる。「カタ-」の表記には一般に漢字「片-」があてられるが，「片



































詞の連用形 （名詞形） もある。主なものを挙げてみよう （括弧内の数字は『大
辞典』が示す初出年代）。
まず，Ｘが名詞の用例には次のようなものがある。
・ カタ手 （8c 後半・万葉集），カタ腕 （1603），カタ目 （1069），カタ足 （974），
カタ道 （13c 平家物語），カタ恋 （8c 後半），カタ棒（1802），カタ親 （1603），
カタ時 （9c 末，竹取物語），カタ言 （947 蜻蛉日記），カタ手間 （1818），カタ
田舎 （10c 伊勢物語），カタ隅 （970-999 頃），カタハシ （端） （712 古事記） ，




・カタ山 （720），カタ岡 （8c 後），カタ瀬，カタ桐




・ カタ割れ （1529），カタ泊まり （初出指示なし），カタ手落ち （1846-68），カタ
落ち （1477），カタ開き （1939）
・ カタ付け （1813）／カタ付く （1694），カタ付ける （1603-04），カタ寄り （8c







・ カタ方 （カタエ 8c 後半・万葉集 / カタカタ1221 宇治拾遺 / カタホウ1791），
カタ面 （1921）
三つ目は「カタ貿易 （1936）」であるが，明らかに翻訳語である。採集例で































（3）  ダムのため削がれし山の痛み知る  





























以下においては「カタ-」の用法を （A） 「二にして一」なるＸの一方 （「カ
タ目をとじてごらん」），（B） 「二にして一」なるＸの一方の欠如 （「カタ目の
男」），（C） その他の意味 （「カタ時」，「カタ田舎」） に分けて考察する。A と B
は後述するように印欧語の双数との関連が明確な用法であり，両用法は密接
































 （11）  Q  （４歳児） 右目は正常でしたが左目は遠視と乱視が強く視力
が 0.3 で弱視と言われました。
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印欧語における双数についてはフンボルト （2006, 7-44） と泉井 （1978, 




（対）」「クミ （組）」「ソロイ （揃い）」「ペア （pair）」，「カップル （couple）」「セッ
ト（set）」などの集合体をあらわす名詞も双数性を帯びている。OED には英
語のpairについてすでに “...usually corresponding to each other as right and left (less 



















（13）  無口で 俯向き勝で、癖にはよく片唇を噛んでいた。母親は早
くからなくして父親育ての一人娘なので、はたがかえって淋
































（16）  （…） 先頭車両の右車輌が浮いて片輪 （カタ-リン） 走行になり，
その後，車輌は横転に近い状態で線路左側に飛ぶように脱線
した可能性が高い （…） （朝日新聞 050430）　















































































のうち （c） は「二にして一」なる「手」の一方を指す用法 A に当たる。残る
三例が用法Ｂである。（a） 「カタ手のない自画像」で問題になっているのは残っ
















表現がある。工藤 （2005, 111） と田中 （2001, 126-127） が指摘する漢語系の接
頭辞「セキ （隻） -」である。現代語での使用は稀であり，筆者自身にも身につ
いた語感はない。だが漢文調の改まった書き言葉では今日でも用いられる。
















































せあつめて散らかされている。    
（宮本百合子「十四日祭の夜」in 青空文庫）
すでにこれらの語自体に左右の一方が不揃いであるという意味があるが，



























































































を意味する。否定の文脈で用いられ，BOLINGER （1972） が言う minimalizer と











































































































































































すみ ” と妹の “ ゆかり ” は幼いころから入れ替わって遊んでいるうちに，互い
の区別がつかなくなるときがあった。」（朝日新聞 041114 池上冬樹）
8）  「ホウ（方）」についてはフランス語で書かれたものであるが KAWAGUCHI
（1994）参照。
9） 「独眼流伊達正宗」の「独 -」もそれに近いだろう。








13） 英語の the least, フランス語の le moindre 等と比較すると興味深い。
14） 「片手間」も同種の例である。
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